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 ≪今朝のみことば≫ 
神は、すべての人が救われて、真理を悟るに至ることを望
んでおられる。神は唯一であり、神と人との間の仲保者も
ただひとりであって、それは人なるキリスト・イエスであ
る。彼は、すべての人のあがないとしてご自身をささげら
れたが、それは、定められた時になされたあかしにほかな
らない。そのために、わたしは立てられて宣教者、使徒と
なり（わたしは真実を言っている、偽ってはいない）、ま
た異邦人に信仰と真理とを教える教師となったのである。 

テモテへの第一の手紙 ２：４～
７ 
主日聖餐礼拝式 
 
 司 式 宮原  清治兄 
 説 教 村上  定幸師 
 奏 楽 武田  桂子姉 
 献 金 前山 ジャンジーラ姉 
 聖餐準備 青木 ジョアネリン姉 
前  奏  奏楽者 
招  詞   詩篇 １０７：６～９  司式者 
讃  詠   新聖歌  60  一 同 
主の祈り   新聖歌 p.826  一 同 
交  読 交読文  15（p.840）  一 同 
讃  美   新聖歌   2  一 同 
祈  祷   司 式 者
  
牧会祈祷  牧 師 
使徒信条   新聖歌 p.826  一 同 
聖  書   『テモテへの第一の手紙』２：１～８ 
  司式者 
説  教   「祈って克服」   牧 師 
讃  美   新聖歌 254    一 
同 
献  金   新聖歌  55  一 同 
感謝祈祷   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西岡祐毅兄洗礼式・入会式 
 司 式 村上  定幸師 
 奏 楽 武田  桂子姉 
勧  め 
讃  美   新聖歌 43    一 同 
聖  書   『テトスへの手紙』３：５～８ 
説  教   「益となる毎日へ」 
祈  祷    牧 師 
バプテスマ志願者への進め    牧 師 
誓  約    西岡兄 
入会の誓約    西岡兄 
祈  祷    牧 師 
聖 餐 
讃  美   新聖歌  46    一 同 
ギデオンラリー 
ギデオン・メッセージ  

日本キリスト教団榛原教会 岡村兄 
      （日本国際ギデオン協会静岡支部長） 

祈  祷      牧 師 
頌  栄   新聖歌  63   一 同 
祝  祷   牧 師 
後  奏  奏楽者 
報  告（祈りの課題）  牧 師 
礼拝祈祷会 
受付案内 大石   操兄 

 
次聖日(８月９日)の予定と当番 

主日礼拝式（聖霊降臨節第十一主日）成人部会 
司式：堀場兄   説教：村上師 
礼拝奏楽：高木姉  献金：萩沢兄 
受付・案内：村上姉   
讃美：新聖歌 2、337、502 
聖書：『マタイによる福音書』１０：１～１６ 
説教：「平安を祈ってあげなさい」 
ユース礼拝、司式：村上師、説教：大石兄 
夕礼拝、聖書『ヨナ書』３：１～５ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日の予定 
★ ユース礼拝、司式：村上姉、説教：武田姉 
★ 礼拝後、集合写真を撮り、受洗した西岡兄のお祝いの
時を持ちます。その後、教会学校教師か会いを行いま
す 

★ 夕礼拝：青年たちを中心に、夏のイベント第２弾を行
いますので、ありません。集合時間など詳しくは掲示
板。 
 
今週の予定と当番 

★ 清水朝祷会：興津キリストの教会 
★ エステルの会、担当：村上師 
★ 聖書研究祈祷会、司式：萩沢兄、説教：大石兄 
★ 会堂美化・花：萩沢兄、村上師 
 
    懺悔の祈り 
 われらの主イエス・キリストの父、よろずの物の造り
主、すべての人のさばき主なる全能の神よ。われら
は、思いと言葉と行いとによって罪を犯し、いくたびと
なく主にそむき、主の怒りを招いたことを認め、深く悲
しんで懺悔いたします。わたしたちは、犯した罪をまこ
とに悔い、心からなげき、これを思い起こすたびに心
をいためます。この重荷にたえることはできません。憐
れみ深い父、わたしたちをあわれんでください。み子、
われらの主イエス・キリストのいさおによって、過ぎ去
った罪をことごとく赦し、この後、新しい行いをもってあ
なたに仕え、み心を喜ばせ、み名の栄光をあらわすこ
とができますように、われらの主イエス・キリストによっ
てお願いいたします。 

アーメン。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
讃詠 

きよき父、とこしえにいます全能の神よ。 
 いつどこにいても主に感謝することは正しく、喜ばし
いことです。わたしたちは、み使と、み使のかしら、お
よび天の全会衆とともに、主の尊いみ名をあがめ、常
に主をたたえてうたいます。 

（つぎの文は、会衆が斉唱） 
聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍の主。 
主の栄光は全地に満つ。 
いと高きところには、主に栄光あれ。アーメン。 

 
 
報告と祈りの課題（つづき） 

★ １０月１１~１２日の第３６回東部教区信徒修養会の
参加申し込みが、掲示板にあります。記入して下さい。
例年のように“登録参加”もできますので、参加しま
しょう 

★ ８月３０日は、東部教区交換講壇のため、牧師は教会
を留守にします。南仙台教会に向かいますが、それぞ
れの教会を覚えてお祈りください。また信徒礼拝にな
りますので、準備に参加しましょう。 

★ 牧師の夏季休暇は、９月の“日本伝道会議”に合わせ
て、取ります。 

★ 西岡兄が教会メンバーになり、青年が活動できる環境
になりつつあります。教会学校教師会では、これから
も、若者の働きが守られますように祈っています。支
えましょう。 

★ 病気や試練の中にある兄姉をおぼえてお祈りくださ
い。暑い夏を迎えました。健康に配慮しましょう。 

★ 既に案内していますように、家庭聖餐の時を用意して
います。教会に集えない時には、牧師にお知らせくだ
さい。 

★ 前山姉のジャム献品による教会学校の献金は、¥1,700
－になりました。 



 ＜先週のつづき＞ 
改革者のルターは、『小教理問答書』の副題として「すべての忠実に
して敬虔な牧師、説教者に」と記しています（１５２９年）。 
●問い 洗礼とは何ですか。 
●答え 洗礼は単なる水ではありません。神の命令に含まれ、神の御言
葉と結びついている水なのです。 
●問い それはどのような御言葉ですか。 
●答え 私たちの主キリストがマタイによる福音書の最終章で語られた
「世界中に行き、すべての異邦の国々に教え、父、子、聖霊の御名によ
って洗礼を行いなさい」という御言葉です。 
●問い 洗礼によって何が与えられるのですか。洗礼にどんなよいことが
あるのでしょうか。 
●答え 洗礼によって罪が赦され、死と悪魔からあがない出され、信じる
ものすべてに永遠の救いが与えられます。それは神の御言葉と約束が
宣言している通りです。 
●問い その神の御言葉と約束とは何ですか。 
●答え 私たちの主キリストがマルコによる福音書の最終章で語られた
「信じて、洗礼を受ける者は誰でも救われます。しかし、信じないものは誰
でものろわれます」という言葉です。 
●問い どうしてそのようなすばらしいことが水にできるのですか。 
●答え もちろん、水にはそのようなことを行う力はありません。水とともに
あり、水のうちに働く神の御言葉がそのようなことをなすのです。なぜな
ら、神の御言葉がなければ、水はただの水にすぎず、洗礼ではないから
です。しかし神の御言葉があるとき、水は洗礼となり、恵みに満ちた命の
水、聖霊による新生の洗いとなるのです。それは、聖パウロがテトスへの
手紙３章で次のように述べている通りです。「神が私たちの上に救い主イ
エスキリストを通して豊かに注いで下さった、聖霊による新生と更新の洗
いを通して、私たちは同じ恵みによって義とされ、永遠の命という希望に
よって相続人となったのです。これは信じることができる言葉です」。 
●問い 水による洗礼にはどんな意味があるのですか。 
●答え 私たちの内なる古いアダムは、日々の悲しみと悔い改めによっ
て、すべての罪と邪な欲望とともに溺れ死に、そして、その反対に、新し
い人間が日々生まれ、死から再び復活する、という意味があります。その
新しい人間は神の御前で、正しく聖い者として永遠に生きるのです。 
●問い どこにそれが書いてありますか。 
●答え 聖パウロがローマ人への手紙６章で次のように言っています。
「私たちは洗礼を通してキリストといっしょに死へと葬られました。ですから
キリストが父の栄光によって死から復活したのと同じように、私たちも新し
い命のうち 
に歩むのです」。    『小教理問答集』の第Ⅳ部 
報告と祈りの課題 

★ 西岡祐毅（にしおか・ゆうき）兄の洗礼式および草薙
教会への入会の誓約が行われました。今日から始まる、
兄弟の力強い毎日のためにお祈りください。 


